
 

＜平成 26 年 7 月発行第 5 号＞ 

顕彰会だより第５号に寄せて 

                  清河八郎顕彰会 会長 正 木 尚 文 

「清河八郎のことが知り得なかったことを学べたことに感謝」、「清河八郎のほんの一部を知り

得ました。」これは先日実施した、歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅に参加した方々からの

感想の一部です。清河八郎顕彰会主催による春、秋実施の５回目の事業ですが、回を追う毎に参

加者が多く有難く感謝しております。 

梅雨の時期ではありますが、当地は空梅雨の様相です。末期に集中豪雨などにならないことを

願っています。 

平素は当顕彰会に多くの方々よりご理解ご支援を賜りまして厚く御礼申し上げます。お陰様で、

事業や行事が滞りなく好評を持ちまして終了することが出来ましたことに重ねて感謝致すもの

であります。 

現在、清河八郎記念館では東京都日野市立「新選組のふるさと歴史館」との共催のもと「新選

組誕生と清河八郎展」を開催していますし、同時に今年度「書簡集（手紙文）の解説」を特集し

て展示してまいります。多くの方々にお足をお運び頂ければ幸いです。 

清川の地、清河八郎記念館への交流人口が益々多くなることを願いながら、今後とも当顕彰会

に対しまして一層の御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

          「庄内・清河八郎会」・・・・・・・・・・・・ 湯徳貞子氏 

         （ ）は事務局 

木漏れ日の降り注ぐ「八郎さま」の境内で、何するともなく過ごした真夏の午後の光景が、二

度と経験することのなかった「幸せな思い出」として私の心に残っています。そんな「幸せ」を

与えてくれた”両親”と”ふるさと”に感謝し、いつの日にか恩返しをしたいと思いながら果た

せず、長い年月心の隅に引っかかっていたある日、「社殿の屋根修理の寄付金募集」の知らせが

届きました。具体的な形で「ふるさと」と「八郎さま」に繋がる道筋がようやく見つかり、「清

河八郎」にそろそろ向き合っていける「時」がきたのを実感しました。 

日本の幕末動乱期に、近代国家への幕開けのために大きく貢献した人物でありながら、没後１

５０年以上たった今も、清河八郎の真実の人間像は理解されていません。庄内地方出身者にもそ

の存在を知られていない「我が八郎さま」を、庄内地方の文化、自然、食、人などとともに、東

京から全国に向けて発信することを主たる活動目的として、平成２５年に「庄内・清河八郎会」

を立ち上げました。直ぐに舞い込んだ Net・TV 配信の幸運に巡り合い、鶴岡、藤島、羽黒、朝

日、温海出身の首都圏在住の方々の善意のご協力を得て、「清河八郎」と「庄内地方」を全国に

発信しています。（「庄内おじさんが行く」毎土曜日 18：15～http://tsutaetai.tv/syounai.html） 

近くは７月２９日、映画「おしん」の冨樫森監督を招いてのトーク＆ディナーショーを銀座四

丁目で開催いたします。また、史実と虚構の綯い交ぜの「清河八郎像」を、多層的な面から捉え

た「評伝」執筆や様々なことを考えています。 

長い年月を要すると思いますが「東京でも頑張る」、地元の皆さまも「八郎さま」を盛り上げ

てくださるようにお願いいたします。               （故 齋藤喜三郎氏三女）         

特別寄稿 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員を超える参加者 浸透してきた回天の道 

～歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅～ 

 ６月１５日（日）「歩いて楽しむ 回天の道と清川歴史の旅」を開催しました。 

 今回の参加者は、町内外から定員

を上回る２２名の皆さんに参加して

頂きました。中には昨年秋に参加さ

れたリピーターの方々もおられます。

やむなくお断りしなければならなか

った皆さんには、本当に申し訳なく

思っております。 

清河八郎記念館で開会式を行った

後、廣田記念館長から「何故、八郎

と名のるようになったのか」、「何故、

単身江戸へ向うことになったのか」

についてお話をして頂きました。 

その後、参加者が多いため、１１名ずつの２班編成をし、きよかわ観光ガイドの会の皆さんの

案内で、齋藤治兵衛家菩提寺の「金華山歓喜寺」を訪問。次に「御諸皇子神社」を訪れ、義経の

青葉の笛や、旅の安全を祈願した勧進帳が残されていることなどを話して頂きました。 

そして清河八郎生家跡、芭蕉上陸の地である荘内藩関所跡、戊辰戦争の戦場となった御殿林を

訪れました。清川の散策を終えると、バスで肝煎集落まで移動し、いよいよ「回天の道」へと進

みます。一の坂、二の坂、そして山伏峠を越え添川集落へと下りました。閉会式会場の「月の沢

温泉・北月山荘」でさっぱりと汗を流した後に、月山筍の味噌汁や焼き立てのイワナの塩焼きを

頂き、皆さん大満足の様子でした。 

 参加者の皆さんからは、大変素晴らしい企画であったとお褒めの言葉を頂いた反面、時間的に

もう少し余裕が有ればなお良かったとご意見を頂きました。秋に開催する際には貴重なご意見を

反映できるように検討してまいります。チャンスを逃さないため秋には早めの申し込みをお願い

します。 

 

八郎先生に捧げる         第８２回 清河八郎顕彰剣道大会 

５月５日（月）子供の日、第８２回の歴史ある清河八郎顕彰剣道大会が開催されました。 

この大会は立川剣友会の皆さんが主管し、顕彰会

が共催して実施しているもので、新庄市を含め庄内

全域から中学校男子１７チーム、女子１４チーム、

そして一般５チームが参加し熱戦が展開されました。

試合結果は、男子は藤島中学校、女子は遊佐中学校

が、また一般では余目剣友会がそれぞれ優勝しまし

た。会場の旧清川小学校体育館には鋭い気合が飛び

交い、北辰一刀流免許目録を持つ剣豪清河八郎の顕

彰事業にふさわしい大会となりました。 
開会式で挨拶する正木会長 



 

 清河八郎記念館コーナー 

■ 公益財団法人への移行について 

  平成２５年３月２９日、公益財団法人への移行認定申請書を県知事に提出し、同年７月１６

日に県公益認定等審議会に諮られ、継続審査を経て同年８月２０日、県知事に対し認定を可と

する答申が出されました。平成２６年３月２０日には県知事から公益財団法人としての認定通

知を受け、同年３月２５日、特例財団法人の名称変更による解散登記及び公益財団法人設立登

記を申請して、平成２６年４月１日に移行登記が完了しました。これにより、「公益財団法人

清河八郎記念館」として新たなスタートを切っております。 

■ 東京都日野市立新選組のふるさと歴史館との交流・巡回特別展の開催 

 昨年１０月５日、日野市長(代理)・庄内町長らを迎え、開幕式典を開催し、日野市立新選組

ふるさと歴史館と当記念館の共催により、清河八郎の生涯と新選組の誕生までをパネル２５枚

で紹介した「新選組誕生と清河八郎」特別展を開催しました。 

また、巡回特別展は新聞・テレビ等で報道して頂きその影響で入館者も増え、清河八郎の

偉業を多くの方々に伝える事が出来ました。 

■ 「清河八郎関係書簡一・二号」特別展の開催 

平成２４・２５年度庄内町発刊「清河八郎関係書簡集一・二号」に掲載されました手紙文の

解説特別展を６月２８日～９月２８日まで開催、清河八郎が書き記した父母、妹宛及び同志か

ら清河八郎宛の手紙を展示して解説しています。 

  平成２６年１０月４日(土)から清河八郎人物相関特別展を開催予定です。ご期待下さい。 

■ 待望の「清河八郎」ＣＤが完成しました。 

   庄内町在住のシンガーソングライター「ＴＯＹＯ」さんが作詞作曲した「清河八郎」、「お蓮

の心」、「お蓮のうた」の三曲を収録したＣＤが完成し、清河八郎記念館で販売しています。（１

枚１．０００円）幕末動乱の時代に尊王攘夷を説き、国中駆け廻った清河八郎を軽快なリズム

で表現し、一方妻お蓮の二曲は清河八郎に想いを寄せる女心と、牢獄の中でも力に屈しない強

さを持った女性として、緩やかに流れるような曲調で歌い上げています。 

 清河神社コーナー 

 祭神、清河八郎の祥月命日であり、妻お蓮の月命

日でもある５月３０日（金）、清河神社例大祭が挙

行されました。式典には遠く東京都からもお出で頂

き、清河八郎の崇敬者、約７０人の方々から御参列

頂きました。式典後の直会に入る前に、ＣＤを製作

したＴＯＹＯさんが「清河八郎」、「お蓮のこころ」

の二曲を披露し、新曲発表の会場となりました。 

直会には６０人の方から御出席を頂き、田澤伸一 

県議会副議長、富樫透 庄内町議会議長の祝辞、さ

らには横山昭男 山形大学名誉教授、加藤淳 新釈

清河八郎伝著者、湯徳貞子 庄内・清河八郎会代表の皆さんからスピーチを頂きました。乾杯の

発声を、清野義勝 元立川町長が行い、終始和やかな雰囲気の中で、参加された皆さんそれぞれ

懇親を深めておられました。 

清河神社例大祭 



2６年度顕彰会の主な事業 

≪第３回清河八郎文武体験子ども塾≫  

 ７月２９日(火)、清川地内を会場に昨年度大変好評でありました「文武体験子ども塾」を開催

します。当日は、清河八郎を学ぶ座学や座禅、剣道型の体験などを計画しています。対象は、庄

内町立小学校４・５・６年生で保護者の承諾を得た先着 20 名となっております。 

≪歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅≫ 

 去る６月１５日（日）開催の春のコースに引き続き、秋のコースを１０月２６日（日）に開催

します。秋の彩りを増した回天の道を皆さんと一緒に歩きたいと思います。詳細は後日発表いた

します。 

≪清河八郎資料集第 2 号解説講座への応援≫ 

平成２６年１０月５日（日）午前１０時から正午まで町教育委員会・記念館との共催による「清

河八郎資料集第二号」解説講座を清川公民館で開催します。この講座は、「資料集第二号」の発

刊に携わって下さった、庄内町文化財保護審議会委員の柳川泰善氏を講師にお招きして開催しま

す。皆様のご参加をお願いします。 

≪出前講座・ギャラリートーク≫ 

 昨年度は、庄内警察署、鶴岡市西郷地区農林活性化センター、（公財）東北振興研修所から依

頼を受け廣田館長が講演しました。幕末における、清河八郎の歴史的評価について、多くの方々

から知って頂く貴重な機会として取り組んで行きたいと思います。ご希望の団体等におきまして

は、是非ともこの機会にご活用いただければと思います。連絡をお待ちしております。 

顕彰会への加入状況                       （単位：人） 

年  度 
清川 

地区内 

清 川 地 区 外 
合 計 

町内 庄内 内陸 県外 法人等 計 

平成 24年度 162 48 16 7 45 12 128 290 

平成 25年度 175 42 21 9 35 13 120 295 

増 減 13 △6 5 2 △10 1 △8 5 

顕彰会年会費並びに新規加入のお願い 

平成２５年度における顕彰会への加入状況は、上表のとおり対前年度比１．７%・５人増の２

９５人となっております。平成２１年３月設立した顕彰会も県内外の清河八郎ファンをはじめと

する多くの皆様に支えられ、各種事業を展開することができました。顕彰会に未加入の方につき

ましては、是非、顕彰事業にご賛同をいただき、顕彰会並びに記念館のサポーターとしてご加入

くださいますようお願い申し上げます。会員の皆様には入館料無料の特典等を設けるなど準備い

たしております。    

顕彰会及び記念館に関する問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（清河八郎記念館 ＦＡＸ兼用）館長 廣田まで。 

■ 清河八郎記念館Ｅ-mail：spcp4yb9@pearl.ocn.ne.jp 

■ 清河八郎ホームページ：http://www.navishonai.jp/hachiro/ 

■ 清河八郎顕彰会のブログ：http://plaza.rakuten.co.jp/kaiten/ 


